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９．汎用エンジンに係る排出量 

 

本項は、前回（第 12 回公表）の推計方法から変更、追加の部分があり、その部分について

は、下記により示している。 

追加部分 → 下線（実線） 

削除部分 → 取消線 

 

（１）排出の概要 

汎用エンジン（自動車等の移動体の動力源等に用いられるエンジン以外のもの）を搭載した機

器は、軽油又はガソリン等を燃料として消費し仕事を行う。この時の排ガスに対象化学物質が含

まれている。 

 

①推計対象物質 

汎用エンジンから排出される対象化学物質の種類は、自動車、二輪車、特殊自動車のうち建

設機械など類似のエンジンを搭載している移動体から排出される物質の種類と同一と仮定する。

具体的にはアクロレイン（物質番号：10）、アセトアルデヒド（12）、エチルベンゼン（53）、キシレン

（80）、スチレン（240）、1,2,4-トリメチルベンゼン（296）、1,3,5-トリメチルベンゼン（297）、トルエン

（300）、1,3-ブタジエン（351）、n-ヘキサン（392）、ベンズアルデヒド（399）、ベンゼン（400）、ホル

ムアルデヒド（411）について推計を行う。 

 

②対象機種 

「オフロードエンジンからの排出ガス実態調査」（平成 14 年、環境省）により知見が得られた機

種のうち、特殊自動車に該当する機種を除いた表９-1 に示す機械を対象とする。なお、発電機

は定置式（事業所内等に据え付けられた固定式のもの）を除く、可搬式発電機を対象とする。 

 

表９-1 汎用エンジンに係る届出外排出量推計の対象機種 

機種 エンジン形式 サイズ 

コンクリートミキサ ディーゼル   

大型コンプレッサ ディーゼル   

刈払機 ガソリン（2st）   

チェーンソー ガソリン（2st）   

動力脱穀機 ディーゼル   

発電機 
ガソリン（4st） 発電容量 

（kVA） 

10未満 

ディーゼル 10以上 
注：各機種の内容は本項末の参考資料参照。  

出典：「オフロードエンジンからの排出ガスの実態調査」（平成 14年、環境省） 
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（２）利用可能なデータ 

利用可能なデータは、汎用エンジンの仕事量に関するデータと仕事量当たりの排出係数に関

するデータである。具体的なデータは表９-2に示す。 

 

 

表９-2 汎用エンジンに係る排出量推計に利用可能なデータ（平成 25年度） 

データの種類 資料名等 

① 機種別の平均稼働時間（h/年） 
「オフロードエンジンからの排出ガス実態調

査」（平成 14年、環境省） 

② 各種経済指標 表９-3に別掲 

③ 出荷年別の使用係数 
環境省環境管理技術室資料（平成 15年） 

（表９-4参照） 

④ 
機種別・出荷年別の全国合計の保有台数 

（台） 

上記③と(一社)日本産業車両協会による出

荷台数をもとに算出。 

⑤ 機種別の稼働時の平均出力(kW) 上記①と同じ（表９-5参照） 

⑥ 

出荷年別・規制対応/未対応別出荷割合 

(平成 8 年 50％、平成 9 年 75％、平成 10

年以降 100％) 

上記①と同じ 

⑦ 
機種別・規制対応/未対応別全炭化水素

（THC）排出係数（mg/kWh） 
上記①と同じ 

⑧ 
対象化学物質の排出量の対 THC 比率

（％） 
環境省環境管理技術室調査（平成 16年） 

⑨ 機種ごとの都道府県への配分指標 表９-8に別掲 

 

表９-3 稼働時間の年次補正に用いた稼働時間の補正値（対平成 10年比） 

機種 

補正値 

（平成 

25年度） 

補正に使用した 

指標等 
出典 

刈払機 

チェーンソー 

動力脱穀機 

1.17倍 
主要農作物作付面積 

(作付面積指数) 

「平成 25 年耕地及び作付面積統計」

（平成 26 年、農林水産省大臣官房統

計部）及び「平成 25年産野菜生産出荷

統計」（平成 26 年、農林水産省大臣官

房統計部） 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻ 

大型ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 

発電機 

0.66倍 完成工事高 

「平成 24 年度建設工事施工統計調査

報告」（平成 26 年 3 月、国土交通省総

合政策局情報管理部情報政策課建設

統計室） 
  注：1 主要農作物作付面積(作付面積指数)については、「13.特殊自動車」参照。 

  注：2 「完成工事高」は、最新のデータが平成 24年度のものであったため、過去 10年の回帰式により平成 25年度 

      の値を推定した。 
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表９-4 機種別・出荷年別の使用係数及び保有台数 

平成25年 24年 23年 22年 21年 20年 19年 18年 17年 16年 15年 14年 13年以前

コンクリートミキサ D 1.000 0.918 0.821 0.709 0.582 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439

大型コンプレッサ D 1.000 0.943 0.878 0.806 0.726 0.638 0.542 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439

刈払機 G(2st) 1.000 0.821 0.582 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439

チェーンソー G(2st) 1.000 0.855 0.668 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439

動力脱穀機 D 1.000 0.895 0.767 0.615 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439

G 3未満 1.000 0.926 0.840 0.741 0.630 0.506 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439

G 3～10 1.000 0.926 0.840 0.741 0.630 0.506 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439

D 10～200 1.000 0.933 0.855 0.767 0.668 0.559 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439

D 200以上 1.000 0.933 0.855 0.767 0.668 0.559 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439 0.439

平成25年 24年 23年 22年 21年 20年 19年 18年 17年 16年 15年 14年 13年以前

コンクリートミキサ D 27 27 26 29 28 34 38 5 4 6 8 0 243

大型コンプレッサ D 3,560 3,535 3,488 1,600 1,558 2,591 3,526 3,719 3,512 3,005 2,528 1,335 26,785

刈払機 G(2st) 676,454 657,313 605,475 518,141 367,273 252,972 129,188 52,028 19,438 5,697 1,045 146 13

チェーンソー G(2st) 26,500 26,861 26,654 25,283 23,083 12,653 16,712 10,027 8,217 3,716 2,170 1,930 1,558

動力脱穀機 D 1,280 1,257 1,212 1,247 1,219 1,198 1,102 958 1,185 995 798 750 2,430

G 3未満 59,311 98,778 135,226 87,496 56,452 65,655 61,570 51,382 44,805 29,170 24,051 22,979 111,120

G 3～10 15,786 18,365 16,472 15,284 14,014 30,396 25,623 19,423 17,512 13,696 12,971 7,053 54,362

D 10～200 21,664 25,168 23,138 14,330 8,725 19,729 20,098 21,018 16,727 10,598 8,067 5,789 40,231

D 200以上 2,285 2,555 2,501 1,582 1,315 1,677 1,541 1,412 1,640 1,640 1,397 1,048 4,986

使用係数
機種

エンジン
形式

サイズ

発電容量
（kVA）

発電容量
（kVA）

発電機

発電機

サイズ
保有台数（台）

機種
エンジン
形式

 
注：エンジン形式において、G：ガソリン、D：ディーゼルを示す。また、"2st"は 2 ストロークエンジンであることを示し、特に記載がないエンジンは 4 ストロークである。 

出典：環境管理技術室資料（平成 15 年） 
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表９-5 機種別のエンジンの平均出力および稼働時間（平成 25年度） 

機種 
エンジン

形式 
サイズ 

定格出力 

（kW） 

稼働時 

平均出力 

（kW） 

稼働時間 

（h/年・台） 

平成 10

年度 

平成 25

年度 

コンクリートミキサ D     13.5 6.9 535 355 

大型コンプレッサ D     28.8 14.7 302 200 

刈払機 G（2st）     0.5 0.4 31 36 

チェーンソー G（2st）     0.7 0.6 31 36 

動力脱穀機 D     3.9 1.8 31 36 

発電機 

G 

発電容量

（kVA） 

3 未満 2 0.9 377 250 

G 3～10 3.8 1.8 377 250 

D 10～200 31 24 415 275 

D 200 以上 200 155 415 275 

注：エンジン形式において、G：ガソリン、D：ディーゼルを示す。また、"2st"は 2ストロークエンジンであることを示し、特に記

載がないエンジンは 4 ストロークである。 

出典：「オフロードエンジンからの排出ガスの実態調査」（平成 14年、環境省） 

 
 

表９-6 汎用エンジンの機種別の THC排出係数 

機種 
エンジン 

形式 

排出係数（g/kWh） ISO8178 

ﾃｽﾄｻｲｸﾙ 規制対応 規制未対応 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻ 

大型ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 
D 0.66 1.18 C1 

刈払機 G（2st） 244.45 291.00 G3（2st） 

チェーンソー G（2st） 244.45 291.00 G3（2st） 

動力脱穀機 D 5.09 9.40 G2 

発電機 
G 5.09 9.40 G2 

D 0.30 0.53 D1 

注：エンジン形式において、G：ガソリン、D：ディーゼルを示す。また、"2st"は 2 ストロークエンジンである

ことを示し、特に記載がないエンジンは 4 ストロークである。 

出典：「オフロードエンジンからの排出ガスの実態調査」（平成 14年、環境省） 

 

対象化学物質別排出量の対 THC 比率については、「13.特殊自動車」と同様に、ガソリンエン

ジンについてはガソリン自動車（ホットスタート）の値を、ディーゼルエンジンについては、ディーゼ

ル特殊自動車の値を採用した。 
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表９-7 汎用エンジンに係る対象化学物質別排出量の対 THC比率（平成 25年度） 

対象化学物質 対 THC比率 

物質 

番号 
物質名 ガソリン ディーゼル 

10 アクロレイン 0.0225% 0.39% 

12 アセトアルデヒド 0.14% 1.6% 

53 エチルベンゼン 0.65% 0.21% 

80 キシレン 3.4% 0.72% 

240 スチレン 0.43% 0.23% 

296 1,2,4-トリメチルベンゼン 0.52% － 

297 1,3,5-トリメチルベンゼン 0.7% 0.20% 

300 トルエン 6.4% 0.83% 

351 1,3-ブタジエン 0.2% 0.39% 

392 n-ヘキサン 3.0% － 

399 ベンズアルデヒド 0.121% 0.19% 

400 ベンゼン 5.3% 1.0% 

411 ホルムアルデヒド 0.27% 7.4% 

注：1,2,4-トリメチルベンゼン及び n-ヘキサンのディーゼルはデータが得られなかったため推

計対象外とした。 

出典：環境省環境管理技術室資料（平成 16 年）、環境安全課調べ（平成 25年度） 

 

 

表９-8 汎用エンジンに係る都道府県への配分指標 

機種 関連指標 資料名 

刈払機 

チェーンソー 
都道府県別人工林面積（ha） 

「都道府県別 森林率・人口林率」

（平成 19年 3月 31日現在） 

（林野庁ホームページ） 

動力脱穀機 
都道府県別作付面積 

（水稲、陸稲、麦類）（ha） 
「第88次農林水産省統計表」(平成

26年、農林水産省統計情報部） 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻ 

大型ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 

発電機 

都道府県別元請完成工事高 

（百万円） 

「平成 24 年度建設工事施工統計

調査報告」（平成 26 年 3 月、国土

交通省総合政策局情報管理部情

報政策課建設統計室） 

 

 

（３）推計方法 

基本的な推計方法は、「13.特殊自動車」と同様に、機種別・出荷年別の全国合計の年間稼働

時間と機種別の平均出力から機種別の全国合計の年間仕事量（GWh/年）を算出し、仕事量当

たりの排出係数（mg/kWh）を乗じるものである。詳細は「13.特殊自動車」参照。 
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（４）推計フロー 

 

 

図 9-1 汎用エンジンに係る排出量の推計フロー 

⑦ 機種別・規制対応/ 
未対応別のTHC 
排出係数(mg/kWh） 

⑧対象化学物質の 
排出量の対THC 

比率（%） 

機種別・規制対応/未対応
別対象化学物質別の排出係

数(mg/kWh） 

④ 機種別・出荷年 
別の全国合計の 
保有台数（台） 

⑤ 機種別の 
稼働時の平均出

力（kW） 

機種別・出荷年別の 
全国合計の稼働時間 

（h/年） 

機種別・規制対応/未対応別
の全国合計の 

年間仕事量（GWh/年） 

機種別・出荷年別の 
全国合計の年間仕事

量（GWh/年） 

③出荷年別の 
使用係数 

機種別の平均稼働 
時間（h/台・年） 
（平成25年） 

① 機種別の平均 
稼働時間（h/台・年）

（平成10年） 

②平成25年における
機種別稼働時間の 
対平成10年比 

機種別・対象化学物質別の
全国合計の年間排出量 
（t/年）（平成25年） 

⑥ 出荷年別 
規制対応/未対応
別出荷割合（%） 

⑨ 機種ごとの 
都道府県への 
配分指標 

都道府県別・機種別・対象
化学物質別年間排出量 
（t/年）（平成25年） 
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（５）東日本大震災の影響を考慮した補正の検討 

平成 23 年 3 月に発生した東日本大震災の汎用エンジンに係る排出量への影響に関して、

チェーンソーや刈払機については災害廃棄物の除去や除染活動等により活動量が増大した

可能性が高く、また、可搬式の発電機は被災地域での復旧活動等として需要が大きかったと考

えられる。このため、平成 25 年度排出量推計においては、都道府県への配分指標について、

震災を考慮した補正を行った。汎用エンジンに係る排出量における東日本大震災の影響を考

慮した補正方法を表９-9に示す。 

 

表９-9 補正比率の算出結果 

機  種 都道府県への配分指標 補正の方法 

① 
刈払機 

チェーンソー 
人口林面積 補正しない 

② 動力脱穀機 作付面積 補正しない 

③ 

コンクリートミキサ 

大型コンプレッサ 

発電機 

完成工事高 

平成 24 年度に対する平成

25 年度の公共工事請負金

額注）の比率で補正した（詳細

は 4.接着剤に係る排出量

（4）参照） 

注：工事場所別・発注者別保証実績の工事場所別合計金額。 

 

①刈払機及びチェーンソーについて 

津波の浸水域や福島第一原子力発電所事故による警戒区域等においては、長期間にわた

り農作物の作付け等が困難な状況が続いているため、活動量が大幅に減少した可能性がある

が、根拠となる定量的なデータが得られないことから、補正は行わないこととする。 

 

②動力脱穀機について 

平成 23 年度の排出量推計では、都道府県別の配分指標として使用している作付面積のデ

ータが平成22年度実績であり、震災の影響を反映していないことから、補正を行うこととした。し

かし、平成 25年度の推計では、平成 24年度と同様に推計対象年度の値がすべて把握可能に

なったため、補正は行わないこととした。 
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③コンクリートミキサ及び大型コンプレッサ等について 

全国排出量の推計に使用するデータは平成 25 年度のデータが利用可能であったが、都道

府県への配分指標とするデータの一部については平成 24年度までのデータしか得られなかっ

た。平成 24 年度排出量の推計において震災の影響を考慮した補正に用いた「公共工事前払

金保証統計に基づく施工都道府県別の公共工事請負金額（百万円/年）」の都道府県ごとの推

移を見ると、被災地域（平成 23 年度推計において補正を行った岩手県、宮城県及び福島県）

では平成 24 年度においても請負金額が被災前と比べて著しく高い状態が続いている。ただし、

岩手県については、平成 24 年度は請負金額の増加が鈍化しており、平成 23 年度実績として

把握可能な統計データを補正なしに使用しても、実態から大きく乖離する可能性は低いと考え

られた。平成24年度推計において補正を行った宮城県及び福島県では平成25年度において

も請負金額が被災前と比べて著しく高い状態が続いている。ただし、宮城県では平成 25 年度

においては請負金額が平成 24年度と同程度（8%減少）であることから、平成 24年度実績として

把握可能な統計データを補正なしに使用しても、実態から大きく乖離する可能性は低いと考え

られた。 

したがって、平成 25 年度排出量の推計においては、宮城県及び福島県の 2 県に限って震

災影響を考慮した補正を行うこととした。 

補正方法は、福島県における平成 24 年度の完成工事高を、平成 24 年度に対する平成 25

年度の公共工事請負金額の比率で補正したうえで、都道府県別への配分指標を算出した（補

正方法の詳細は「4.接着剤に係る排出量」（4）参照）。都道府県への配分比率の補正結果を表

９-10に示す。 
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表９-10 建設機械に係る都道府県への配分比率の補正結果 

都道府県名 

都道府県への配分比率 

都道府県名 

都道府県への配分比率 

土木・建築・機械工事 

の合計 

土木・建築・機械工事 

の合計 

補正前 補正後 補正前 補正後 

1 北海道 4.32% 4.24% 25 滋賀 1.12% 1.10% 

2 青森 1.19% 1.17% 26 京都 1.70% 1.67% 

3 岩手 1.30% 1.27% 27 大阪 6.02% 5.91% 

4 宮城 3.05% 2.99% 28 兵庫 3.59% 3.53% 

5 秋田 0.74% 0.73% 29 奈良 0.67% 0.65% 

6 山形 0.73% 0.72% 30 和歌山 0.87% 0.85% 

7 福島 2.62% 4.34% 31 鳥取 0.38% 0.38% 

8 茨城 2.64% 2.59% 32 島根 0.81% 0.80% 

9 栃木 1.55% 1.52% 33 岡山 1.39% 1.37% 

10 群馬 1.53% 1.51% 34 広島 1.85% 1.82% 

11 埼玉 4.35% 4.27% 35 山口 1.34% 1.31% 

12 千葉 4.28% 4.20% 36 徳島 0.57% 0.56% 

13 東京 14.17% 13.92% 37 香川 0.73% 0.72% 

14 神奈川 5.82% 5.72% 38 愛媛 1.01% 0.99% 

15 新潟 2.56% 2.51% 39 高知 0.49% 0.48% 

16 富山 1.06% 1.04% 40 福岡 3.31% 3.26% 

17 石川 0.93% 0.91% 41 佐賀 0.60% 0.59% 

18 福井 1.03% 1.01% 42 長崎 0.87% 0.86% 

19 山梨 0.71% 0.70% 43 熊本 1.07% 1.05% 

20 長野 1.60% 1.57% 44 大分 0.91% 0.89% 

21 岐阜 1.48% 1.45% 45 宮崎 0.85% 0.84% 

22 静岡 2.98% 2.93% 46 鹿児島 1.15% 1.13% 

23 愛知 5.56% 5.46% 47 沖縄 1.11% 1.09% 

24 三重 1.42% 1.40% 合計 100% 100% 
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（６）推計結果 

（3）の推計方法に従って推計した THC排出量を表９-11に示す。また、表９-11に対して、 

表９-7の対象化学物質別排出量の対 THC比率を乗じた結果を表９-12に示す。 

 

表９-11 汎用エンジンに係る機種別の全 THC排出量推計結果（平成 25年度；全国） 

機種 

エン

ジン

形式 

サイズ 

THC排出量（t/年） 
構成比 

（％） 規制 

対応 

規制 

未対応 
合計 

コンクリートミキサ D   1 0 1 0.01% 

大型コンプレッサ D   96 39 135 0.9% 

刈払機 G(2st)   12,374 0 12,374 78% 

チェーンソー G(2st)   977 0 977 6% 

動力脱穀機 D   5 0 5 0.03% 

発電機 

G 
発電容量 

（kVA） 

3未満 980 53 1,033 6% 

3～10 572 33 605 4% 

D 
10～200 448 34 481 3% 

200以上 314 24 338 2% 

合       計 15,767 182 15,950 100% 

注：エンジン形式において、G：ガソリン、D：ディーゼルを示す。また、"2st"は 2ストロークエンジンであることを示し、特に記

載がないエンジンは 4 ストロークである。 

 

表９-12 汎用エンジンに係る排出量推計結果（平成 25年度；全国） 

対象化学物質 年間排出量（kg/年） 

物質

番号 
物質名 

ｺﾝｸﾘｰ

ﾄﾐｷｻ 

大型ｺﾝﾌﾟ

ﾚｯｻ 
刈払機 

チェーン

ソー 

動力 

脱穀機 
発電機 合計 

10 アクロレイン 3 523 2,784 220 21 3,543 7,094 

12 アセトアルデヒド 14 2,188 17,324 1,368 86 15,562 36,543 

53 エチルベンゼン 2 282 80,432 6,354 11 12,355 99,436 

80 キシレン 6 975 420,722 33,235 39 61,587 516,564 

240 スチレン 2 317 53,209 4,203 13 8,963 66,707 

296 
1,2,4-トリメチルベン

ゼン 
  64,346 5,083  8,515 77,943 

297 
1,3,5-トリメチルベン
ゼン 

2 276 85,258 6,735 11 12,956 105,237 

300 トルエン 7 1,122 791,948 62,560 44 111,601 967,282 

351 1,3-ブタジエン 3 524 24,748 1,955 21 6,451 33,702 

392 n-ヘキサン   371,226 29,325  49,123 449,673 

399 ベンズアルデヒド 2 260 14,973 1,183 10 3,556 19,983 

400 ベンゼン 9 1,358 655,832 51,807 54 95,021 804,080 

411 ホルムアルデヒド 63 10,027 33,410 2,639 396 65,237 111,773 

合    計 112 17,853 2,616,213 206,666 706 454,496 3,296,018 
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（参考：汎用エンジンの機種別の概要） 

機種 概要 

コンクリートミキサ 細骨材、セメント、水を練混ぜて均質の生コンクリートを製造する機械。 

 
写真出典：ミナト電気工業ウェブページ 

大型コンプレッサ 建設・土木現場で空気を圧縮する機械。空圧工具、ドリル、ブレーカ、エ

アガン、ダウンザホール、モルタル吹き付け、削岩機、リベット打ち等に利

用される。 

 
写真出典：デンヨー株式会社ウェブページ 

刈払機 開墾の際除草剤で処理できない雑草や灌木を切り倒したり、土中に落葉

等を粉砕してすき込んだりする機械。芝刈り機も含まれる。チェーンソー

は除く。 

 

写真出典：本田技研工業株式会社ウェブページ 

チェーンソー 人力で使用する刈払機の一種。 

 
写真出典：ハスクバーナ・ゼノア株式会社ウェブページ 
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機種 概要 

動力脱穀機 こぎ胴を動力で回転させ、こぎ束を支持し、穂先をこぎ室に入れて、穀粒

や穂を稈から離脱させる機械。 

 

  
写真出典：片倉機器工業株式会社ウェブページ 

発電機 ここでは、内燃機関によって機械動力を起こし、その動力を受けて電力を

発生する機械。 

※本項で推計対象とするのは（事業所内等において定置式で使用される

もの以外の）可搬式発電機のみである。 

 
写真出典：本田技研工業株式会社ウェブページ 

 

 

 


